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学生が抱く男性高齢者と女性高齢者のイメージ比較
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は じ め に

老年人口が日本の人口構造を変え，その占める割
合が年々高くなっている．それに伴い高齢者に対す
るイメージがしだいに変わってきた．
かつて社会は，老いを加齢とともに心身の能力や
人格が，転がるように劣化する喪失と衰えの時とし
てとらえてきた．この否定的な概念の背景には，生
産性第一主義の若さ偏重の社会で，人々が，生産力

としてどれほど役に立つかという資質に価値を置い
ていたこと ��，近代科学の敗北である非合理な死や
老いから目をそむけていたことなどがあげられる．
基本的な焦点は，老化現象に関連して起こる機能低
下や喪失におかれ ��，障害や病気を持ったり，施設，
ナーシングホームに収容された高齢者の観察，研究
が先行��した．さらに調査内容も子どもや青年向け
で高齢者には答えにくい偏ったもの ��であるなど，
高齢者の正確な平均像はとらえられていなかった．

このような状況では必要以上に衰退や喪失，病気や
介護の不安や負担が誇張され，はっきり見てとれる
老化現象にのみ目を奪われて否定的，固定的な老い
のイメージがうえつけられやすかったと思われる．
エリクソンは，この「老化を病人になることだと
する固定観念」��を批判し，「老人差別の因襲の受容
はその因襲そのものを現実のものとしてしまう」��

と警告した．
．フリーダンも「現実を歪め，高齢
者の存在そのものを否認しなければならないほど，

老いを恐ろしいものとしてしまった老いの神話」��

を受容するべきではないと強く述べた．
そのような中，高齢期が劣化の時代と言いきれな

いことは，その後のエイジング研究でしだいに明ら
かとなってきた．高齢期を成長，バイタリティ，精
励，満足感を含んだ現象	�としてとらえる肯定的側
面を取り上げたさまざまな研究がなされ，それらの
ことが実証されてきたのである．人格や英知は知能
の低下がない限り，生涯発達していくという知見が

現在エイジング研究のコンセプトとなりつつある
�．

今日社会が期待する高齢者像は，肯定的なものへと
大きく変わってきたのである．
ではこうした流れの中で，これからの高齢社会を
担う若者は，高齢者をどのように理解し，受け止め
ているのだろうか．看護の姿勢や質に，看護学生の
高齢者イメージが影響を及ぼす���と言われるよう
に，今後高齢者とかかわる福祉科学生を含む若者の

高齢者像，つまり高齢者イメージを調査することは，
より適切な福祉教育を実践し，正しく高齢者を理解
したり，望ましいかかわりを提供したりする上で意
義あることと思われる．
今まで高齢者イメージの調査は，授業や実習の前

後で高齢者イメージの変化を探り，それをもとに望
ましい教育方法や内容を検討するという意図から ���

看護教育の中で多く行われてきた．しかし他の分野
では，学生の介護体験や高齢者面接前後のイメージ

の変化，理想イメージと現実イメージの違いなどの
研究があるもののあまり多くはない．いずれも社会
的活動性，力量性などさまざまな次元の形容詞対を
用いて，学生の高齢者イメージが肯定的否定的のど
ちらに近いかをもって実態把握を試みている．
しかしそれら形容詞対の調査では，実習前後のイ
メージの変化等ははかれるものの，学生の高齢者イ
メージの具体的内容や，高齢者にとって非常に重要
な心理社会的側面，志向性，価値観など高齢者の人

間的発達を学生がいかにイメージしているかまでは
とらえがたい．従来の高齢者像が大きく変わろうと
している今日，高齢者の心理社会的発達の側面にお
いても，学生がいかに受け止めているのかさらに細
かい調査が必要ではないかと考える．
もう一つの問題点は，いずれの調査も「高齢者」と

して男性高齢者も女性高齢者もひとくくりで扱って
いることである．男女差を問題としない研究領域も
あるが，元気高齢者のイメージなどは，所与の生物

学的性差に大きく影響される．成人発達の父と言わ
れるユングは，人間は誰しも男性的特質と女性的特
質をあわせ持ち���，人生後半でそれらを補完，統合
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することが人間の成熟である���と述べている．し
たがって，高齢者については男性的特質と女性的特
質が統合されているというイメージを培うことが望
まれる．しかし，実際の学生の男性高齢者と女性高

齢者に対するイメージは違っており，性差にそって
捉えているのではないかと思われる．そこで，筆者
は学生の高齢者像を男性高齢者と女性高齢者に分け
てイメージ調査することにした．使用した尺度は，
前回調査で使用した「自律・達成的価値と愛着・関
係性価値尺度」���である．この尺度は，「人との，あ
たたかい心の交流を大切にしたい」「人に負けず優
位に立ちたい」「何事にも勇敢にチャレンジしてい
く」など性別にかかわらず，人間のあわせもつ男性

的特質と女性的特質の表す心理社会的な具体的意識
や価値観，志向性のあり様をとらえることができる
と考える．

研 究 方 法

�．調査対象者

県内の�大学 �年生��名（男子��名，女子��名），
�女子大学 �年生���名，�看護専門学校 �年生��

名（男子 �名，女子��名）の合計���名である．

�．調査時期

�		�年 �月� �月

�．調査内容

「人を喜ばせたり，人の幸せに少しでも役立つこ
とがしたい」「自分の力や才能を人に認めさせたい」
などの質問項目に対し，それらを高齢者がどのよう
に感じていると思うか，そのイメージを ��全く当て
はまらない ��あまり当てはまらない ��どちらでもな

い ��わりと当てはまる ��よく当てはまるの �件法で
答えてもらった．そしてそれぞれに �� �点を与え
ることにした．授業の中で，アンケート用紙を配布
し回答を求め回収した．

�．分析方法

各項目ごとに男性高齢者と女性高齢者のイメージ
得点平均値を出し，�検定を用いて得点比較した．
また学生の持つ男性高齢者と女性高齢者のイメー

ジを少数の類型に集約し，イメージの構成を見るた
め，主因子法による因子分析を行なった．その結果，
男女高齢者とも �つの主因子が抽出されたが，男性
高齢者に対しては因子抽出後，共通性が	��以下の項
目が �つあったのでそれらをはずしてもう一度主因
子分析を行った．その結果 
つの主因子が抽出され

たが，男女高齢者ともプロット法により負荷量の高
い上位 �つをとりあげることにした．

結 果

�．男女高齢者のイメージ得点の比較

全項目ごとに男女高齢者別イメージ得点平均値を
出し， �検定で比較してみると，�項目を除きすべ
ての項目で ��	�			�で有意差が見られた．有意差
の見られなかったものは「自分から進んで行動する
ことは少ない（逆転）」「人の失敗を責めたり，非難
しやすい」などであった．

�．男女高齢者のイメージの構成

　�．�．男性高齢者に対するイメージの構成

第 �因子は「人に対し，心のこもった態度をとる
よう心がけている」「悲しんでいる人を見ると，平気
ではいられない」などで，人と共感しあったりふれ
あうことを大事にするという他者への関心，思いや
りの内容で「共感関係性」の因子と名づけた．第��

因子は「人を押しのけても出世したい」「仕事の成
功，勝利を何より目指している」など競争心や出世，
名誉欲を示しており，「出世，名誉欲」の因子と名づ

けた．第���因子は「自分の目標を実現するために見
通しを持って前進する」「自分は何をしたいか，確か
な目標を持っている」など，自己目標を持って積極
的に達成していく内容を示し，「目標，達成」の因子
と名づけた．第 ��因子は「納得できないことには妥
協しない」「正しいと思うことは人にかまわず実行
する」などで，自己の言動は他人に揺るがされない
という「自己堅持」の因子と名づけた．第�因子は
「すぐ弱音をはく方だ（逆転）」「まわりの人に頼りや
すく，甘えたい気持ちが強い（逆転）」などで，「強

さ」の因子と名づけた．

　�．�．女性高齢者に対するイメージの構成

第 �因子は男性高齢者と重なる項目が多く，「共
感関係性」の因子と考えた．第��因子も男性高齢者
と重なっており，「出世，名誉欲」の因子と考えた．
第���因子もほぼ男性高齢者と重なっており，「目標，
達成」の因子と考えた．第 ��因子も男性高齢者と似
かよっており「自己堅持」の因子と考えた．第�因

子は「進んで社会集団に溶け込み，人々と力を合わ
せて生きていきたい」「進んで人々の集まりに参加
し，楽しく生きていきたい」などで「社会集団との
交流，協調」の因子と名づけた．
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表 � 男性高齢者と女性高齢者のイメージ比較

�．イメージ得点とイメージ構成との関連

　�． �．イメージ得点平均が男性高齢者の方が女

性高齢者より高い項目

これらは男性高齢者イメージの因子分析で抽出さ
れた，第��「出世，名誉欲」，���「目標，達成」，��

「自己堅持」，�「強さ」因子の項目群であった．ま
た女性高齢者イメージの因子分析でも，第��「出世，
名誉欲」，���「目標，達成」，��「自己堅持」因子の

項目群であった．

　�． �．イメージ得点平均が女性高齢者の方が男

性高齢者より高い項目

これらの項目は，男性高齢者イメージの因子分析
では，第 �「共感関係性」因子の項目群，女性高齢
者イメージの因子分析では，第 �「共感関係性」，�

「社会集団との交流，協調」因子の項目群であった．

考 察

�．学生の高齢者イメージ

得点上，男性高齢者が女性高齢者より有意にイ
メージ得点が高い項目は，因子分析においては，「出
世，名誉欲」「目標，達成」「自己堅持」「強さ」因子の
項目群であった．逆に，女性高齢者が男性高齢者よ
りイメージ得点が高い項目は，「共感関係性」「社会

集団との交流，協調」因子の項目群であった．トゥ
ルニェは男性的特質を「力，権力の奪取，支配，成
功，名誉，競争，達成，自律，強さ，合理的思考」，女
性的特質を「人への共感，関心，理解，親しさ，深い
関わり，配慮，情緒的欲求や弱者の尊重」���などと
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表 � 男性高齢者のイメージに関する因子分析

論じているが，これによると，学生は，男性高齢者
は男性的特質，つまり男性役割で，女性高齢者は女
性的特質，つまり女性役割でイメージしていること
が推測できる．言いかえるならば学生は男女高齢者
をステレオタイプ，つまり従来の性差による性役割
でとらえていることが明らかになったわけである．
従来，人々は幼少期より社会規範に従って，性差

によって異なる社会的心理的諸特性を学習し，青年

期までに完成させる．成人期に入ると職業を持ち，
配偶者と結婚し子どもを産み育てる．これらの過程
で，もう一方の特性を抑圧し，規範に従うためそれ
ぞれの性役割を充分に機能させていくことが望まし
いとされていた���．学生は，その古典的規範に従
い，性差で性役割を理解し，その延長線上に単純に
男女高齢者をイメージ化しているものと思われる．
また各項目ごとに男性高齢者イメージ得点と女性

高齢者イメージ得点を比較した結果，ほとんどの項

目で �検定により ��	�			�で有意差が見られたこ
とは，学生が心理社会的側面において，男性高齢者
と女性高齢者を全く別の特性を持つ違った存在とし
てとらえていることを明らかにするものであろう．

この結果より，配慮なく男女高齢者をひとくくりに
して「高齢者」と取り扱い調査，質問を行うことは問
題があると言えるだろう．今後，高齢者調査は調査内
容により慎重に行われるべきであると提言したい．

�．今後の課題

学生は男女高齢者をステレオタイプで捉えていた
が，今日ステレオタイプ的に一方に偏った特性だけ

では人生後半期，幸福な老後を送れないことが指摘
されている����	�．生産性，機能性重視の��		年代
前半から，人生後半の重要性に注目していたユング
は，ステレオタイプ的に一方に偏った特質だけを機
能させるのでなく，人生後半で今までの自分の生き
方や価値観を問い直し，自己の内面的欲求や本来の
姿を見出すことによって自己の男性的特質と女性的
特質を二特質を補完し，統合することが人間の発達，
成熟であり，幸福な人生を実現する�
�ことだと論じ

ていた．ユングの言うように，人間の成熟，発達には
男性的特質と女性的特質を補完させ合いながら統合し
柔軟に使いこなしていくことが必要なのであろう．
この観点から言うと，ステレオタイプで捉えた学生



心理社会的発達の側面から見た男女高齢者のイメージ比較 �
�

表 � 女性高齢者のイメージに関する因子分析

に，正しい高齢者イメージをいかに育てていくか，高
齢者像理解のための適切な教育が課題となるであろう．

ま と め

福祉教育に役立てるため，学生の高齢者イメージ
はいかなるものなのか，また男性高齢者と女性高齢者

に対するイメージは違うのではないかという問題意識
から，今回男女高齢者の心理社会的な具体的意識や
価値観，志向性のあり方などについて，学生のイメージ
調査をした．その結果，学生は高齢者をステレオタイ
プ，つまり性差による性役割でとらえ，男性高齢者と
女性高齢者を全く違った特性を持つ存在としてイメー
ジしていることが明らかになった．今後，男女高齢者
をひとくくりに「高齢者」として扱う問題点が指摘さ

れる．また高齢者イメージは，高齢者ケアや福祉にも
多大に影響する大切なものである．しかし学生の高齢
者イメージは，従来の固定的観念でとらえたステレオ
タイプであったことから，今後，高齢期の望ましい心
理社会的変化や人格の統合発達などを理解させる教育

が望まれる．人間の寿命の伸張を歓迎し，高齢期や高
齢者の存在を肯定的にとらえようとする，人生の終
焉までも見通した生涯発達観のさらなる構築���や
福祉教育が今後必要な教育課題になると思われる．

本論文の作成にあたり，ご指導を賜りました川崎医療福

祉大学医療福祉学科教授八重樫牧子先生に心より深謝申し

上げます．また調査にご協力下さった学生の皆さんに感謝

いたします．本当にありがとうございました
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